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廃棄物・リサイクル対策部企画課リサイクル推進室

１．事業の概要

現在リサイクルは個別の法律に基づいて進められているものの、それぞ

れの法律は、一定以上のリサイクルを促進するものとはなっていない。ま

た、環境保全への取組に熱心な企業には、独自に法律で求められる以上の

リサイクル、リユース、リデュース（以下「高度な３Ｒ」という。）体制

を構築し、廃棄物の発生抑制、温暖化対策に貢献しようとする機運はある

ものの、採算性、消費者の受容性、リサイクルしてできたものの品質等の

面で不透明な部分があり、リサイクル資源の収集運搬業者、供給元、リサ

イクルしたものの利用先等循環の環を形成する他の事業者の協力が得にく

く、より高度な３Ｒの体制を構築することが困難な場合も多い。

このため、廃棄物となる製品の製造事業者、排出者、廃棄物処理・リサ

イクル業者、再生利用事業者等の連携を深め、高度な３Ｒについてモデル

的に先進的な協働体制、技術利用を行い、当該高度な３Ｒがビジネスとし

て成り立つための条件や、温室効果ガス削減への寄与の把握を行い、当該

事業手法の普及を促進する。

２．事業計画

予め設定したテーマについて具体的なモデル事業の提案を受け付ける。

モデル事業では実際の事業を行うために必要な追加的な人件費等の費用を

負担するとともに、検討会を設け、課題、改善点を整理するための経費を

本予算で負担する。来年度の具体的なテーマとしては以下。

○プラスチック製容器包装について、排出から再商品化、製品化までを一

貫して検証し、各段階での組成調査等を通じた改善点の検討、排出者へ

の普及啓発等を行うことにより、質の高い製品製造につなげるための必

要な課題を調査。

○プラスチック製品にリサイクルする際に出てくる残渣を現在は捨ててい

るが、油化・コークス炉でのリサイクル等化学的なリサイクルにまわし、

残渣を減少させる。化学的なリサイクルを行う側での品質を確保に当た

っての課題等を調査。

○自動車リサイクル法で義務化されていないバンパー、ガラス等のリサイ

クルの経済性分析、リサイクルされた製品の品質分析等の調査を行い、



需要家が受け入れられる物であることを実証。

３．施策の効果

廃棄物・リサイクル業者等がより高度な３Ｒを行いうるシステムを構築

し、ビジネスとして成立させることにより、我が国の資源確保に寄与し、

経済の活性化、温室効果ガスの削減及び循環型社会形成推進基本計画の資

源生産性やリサイクル率達成目標に寄与することが期待される。



廃棄物処理業者と排出事業者等の関係者が連携し、処理プロセスでの高度３Ｒ
化・低炭素化につながる事業を行い、当該事業の実施の効果測定、課題検討等
を行い、普及につなげる。

計画

施策の効果

①関係者が連携し、経済性の改善等の実証を行うことにより、廃棄物・リサイ
クル業者がより高度なリサイクル等３Ｒを行いうるシステムを構築
②資源確保に寄与し、経済の活性化、温室効果ガスの削減及び循環型社会
形成推進基本計画の資源生産性やリサイクル率の目標達成に寄与

等々

目的

①プラスチック製容器包装リサイクル高度化のための地域連携モデル事業

②プラスチック製容器包装の再商品化に伴う残渣の有効利用に関するモデル事業
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③自動車リサイクルにおける再資源化の高度化実証事業
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